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笑って考える 
少子高齢社会       

東京大学 

瀬地山 角        ２０１１０６２４ 

ジェンダーの視点で少子高齢社会を
乗り越えよう！ 



子育てで男にできないことはない 

出産と子育ては違う！ 
  ママがいい！ に負けない！ 

 
男は子供は産めなくて

も、子育てならできる 
       ↓ 
社会的性差（ジェンダー） 
⇔生物学的性差 



ともに少子高齢化を乗り越える 

 「みんなが働く社会」 
 
 高齢社会が来ない方法 
 高齢者の働く社会 



ポイントは高齢者と主婦 

 主婦優遇の諸制度 
 

 配偶者控除 
 配偶者手当 
 年金 
 医療保険 
 介護保険  
         民主党政権はどうするの？ 



主婦優遇のできない理由 

☆もちろん主婦という生き方は尊重されてよい
のですよ！その上で、政策的には・・・ 

 
１ 労働供給をゆがめる 
 
２ 介護保険と主婦優遇の矛盾 



主婦優遇のできない理由 ２ 

 
３ 離婚は○割打者！ 
 
４ 専業主婦の地域的分布と階層 
 



主婦の地域的分布 
表 都道府県別の妻の有業率 
 
 山形    71.7  １ 奈良      47.7       
 福井    70.9  ２ 大阪      49.0  
 富山    70.1  ３  神奈川    50.2     
 島根    69.7  ４  兵庫      51.6                      
 鳥取    69.5  ５  千葉      53.1 
 新潟    68.4  ６  東京      53.1         
 石川    68.4  ７  埼玉      53.2  
 高知    68.0  ８  北海道    54.2                
 長野    67.0  ９  沖縄      55.4        
 秋田   66.8  10  京都      55.4                      
   
 2005年国勢調査夫就業世帯の妻の有業率 

データ出所）総務省2005年国勢調査 



主婦の階層的分布 
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夫の年収（万円） 

夫の年収別妻の有業率 

夫の年収が上がると妻は働
かなくなる 
→専業主婦は高階層 

データ出所）総務省2007年就業構造基本調査 



男の家事は少なすぎる 

 有業男性平日平均２０分、週平均３１分 
  ⇔有業女性平日171分、週平均181分 
・ ６歳未満の子を持つ夫の育児時間３９分 
  ⇔妻１７６分           （社会生活基本調査､2006） 
 

 男性の著しく短い家事時間はもはや 
 「社会的に」問題にすべき水準 

   男性もやるべきだとは思っているのでしょうが・・・   
個々の家庭の問題、を越えて・・・ 



「女性」の問題じゃない！ 

 
植林をしない林業者と 
 
植林をする林業者 
 
→だから男性の育児休業 



忌引きと同程度に・・・   

 夫の育休は「珍獣保護」のためではありません 
 
 せめて夫の産休を普及させよう 

 
 家族が死ぬ時と家族が産まれる時 

 
  →人生にそれ以上の大事件なんてありますか？ 



馬車は２頭立てに 

 
 一頭立て馬車体制は高度成長期の遺物 
      →今は「荷物」が重すぎます・・・ 

 
 「みんなが働く社会」は 
  「みんなが家事育児を共有する社会」 

 



日本男性は長時間労働 
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*豪のみ５０時間以上、英は２００３年 
                                         データ出所：ILO(2007) Working Time  Around the World    



なのにこんなに低い日本の労働生産性 

OECD30カ国中20位、先進7カ国中最下位 
アメリカを100として約６９ 

＊ 
公益財団法人 日本生産性本部 「労働生産性の国際比較2009年版」 



均等支援と両立支援 

         均等支援 
    男女とも        
   モーレツ社員     WLB！ 
                                                     両立支援 
     昭和型     
    化石企業    マミートラック 



男性だって大変だ 

 妻子を養う？ 
 
 自殺は「男性問題」 ←男女比！ 
      自殺が31690人、交通事故が4863人 
          （2010年、警察庁統計より） 

 
 一頭立て馬車 



男が受ける「差別」 

 身体 
 スポーツ 
 おごり 
 車 
 優しくって頼りがいのある人？ 

 
男も肩の荷を下ろそう・・・ 



男女共同参画って？ 

 婦人問題→女性問題 
 １９９４ 男女共同参画 
性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる社会 
               （男女共同参画社会基本法（９９年） 前文） 

 日本社会は国際的には後進国 
   GEM５８位、人口の半分の能力を活用できていない国に未来はない 

国連開発計画（UNDP）Human Development Indices: A statistical update 2008 
    

女と男で新しい社会を構想しよう 
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